








立地適正化計画とは 都市再生協議会資料①

令和５年１２月１９日

都市計画部都市計画課





市街化区域

立地適正化計画とは



立地適正化計画とは



立地適正化計画とは



立地適正化計画とは



立地適正化計画とは



立地適正化計画とは

以下に示す施策体系のもと，居住の誘導，及び都市機能の維持・更新と集約を促す誘導施策を展開
していきます。

【目指す都市像】

②都市機能誘導区域及び居住誘導区域への住替えの促進

③歩きやすいまちの構築

④良好な居住環境の形成

⑤子育て支援の充実

⑥既存住宅ストックの有効利用の促進

⑧バス路線の再編

⑨各拠点を結ぶ交通ネットワークの強化

⑩公共交通のサービス水準の維持・向上

⑪公共施設の集約・複合化の推進

⑫公的不動産等の既存ストックの有効活用

【基本方針】 【施 策】
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＜基本方針２＞
公共交通ネットワークの形成による
利便性の高い都市の実現

＜基本方針３＞

公共施設の集約・複合化や効果的な
配置による持続可能な都市の実現

＜基本方針１＞

都市機能の集約と居住の誘導による
機能的な都市の実現

①都市機能誘導区域における良好な都市環境の形成

⑦防災・減災対策の推進
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区 分 定量的な目標指標 基準値 目標値(2023年度)

①都市機能の誘導
に関する目標値

中心市街地の歩行者通行量
(平日・休日の２日間の合計)

100,297人
(2016(平成28)年度)

131,500人

都市機能誘導区域内に維持・
誘導する誘導施設の種類

32種類
(2016(平成28)年度末)

36種類

②居住の誘導に
関する目標値

居住誘導区域内における人口
密度

50.3人/ha
(2017(平成29)年10月1日)

50.3人/ha

③公共交通に
関する目標値

水戸市内における１日当たりの
路線バス利用者数

29,830人/日
(2015(平成27)年度)

33,000人/日

④公共施設の
集約・複合化に

関する目標値

誘導施設である公共施設の都
市機能誘導区域への集約・複
合化

８施設※
(2016(平成28)年度)

９施設
（新市民会館）

※ 既存の誘導施設は，みと文化交流プラザ，水戸市立博物館，水戸芸術館，水戸市立中央図書館，茨城県立図書館，
わんぱーく・みと，はみんぐぱーく・みと，水戸市老人デイサービスセンターあかつかの８施設


